
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第２期宮前区区民会議報告書 

～みんなで取り組むコミュニティ豊かなまちへ(提言)～ 

平成 21 年 12 月 14 日 

宮前区区民会議 



はじめに 

 

第 1 期の区民会議では、高齢者福祉・子育て支援・地域防災・地域コミュニティの分野に

ついて提案を行い、課題解決へ向けて現在取り組みが進められています。この中で、地域コ

ミュニティは地域課題すべての分野に関わる重要なテーマであることから、審議をさらに継

続するのが望ましいと申し送りがなされました。 

そこで第 2 期では、地域コミュニティそのものを審議するのではなく、それを生み出す場

として大きな可能性を秘めた「公園」と「地域資源」に着目し、地域コミュニティの活性化

に向けた提案と区民みんなで取り組める手法を審議することにしました。 

初年度となる昨年度は、両部会とも現状の把握・分析、理想とする姿のイメージづくりに

力を入れました。その中で、年度末に開催した区民会議フォーラムでは、地域からの事例報

告とワークショップが行われました。「プレイパーク」と「野川ふるさとカルタ」について

意見交換をする中で、自ら学び育つチカラや地域資源の楽しみ方など、今回の提案につなが

る大きな方向性を得ることが出来ました。 

これらの検討を踏まえ、今年度はより多くの区民の参加を得ながら課題解決を進められる

具体的な提案ができるよう審議を進めてきました。 

公園・地域づくり部会からの具体的な提案は 4つです。うち 3 つは公園の利用促進によっ

てコミュニティの活性化を促すものです。公園を普段使わない人や、逆に地域で活動してい

ながら活動の広がりに苦労している団体なども、もっともっと公園を使って交流が広がるよ

うに、公園からの情報発信を促す方法と、公園で多世代が楽しく交流し、コミュニティの形

成を図るための管理運営方法です。 

もう 1 つは「冒険あそび場」(宮前区版プレイパーク)の実施です。子どもたちにとって公

園や緑地は “自分の責任で自由に遊ぶ”ことによって自ら育つ能力を獲得することができ

る大切な場でした。禁止事項が優先される近年の公園管理を、地域の大人たちの参加や近隣

合意によってもっと可能性のある場に変えて行こうという画期的な取組です。 

宝さがし～ときめき再発見～部会からの提案は「宮前区のカルタをつくろう」です。区政

30 周年の平成 24 年度を目指し、平成 22 年度からの 3 年間をかけて区民みんなでカルタを

つくりあげ、さらに教育現場やカルタ大会などで活用をしていくことで、わたしたちのまち

を知り、郷土愛を育みながら宮前区の魅力を再発見しようという取組です。 

両部会の提案とも、取組の実施にあたって、地域の様々な活動団体に参加を呼びかけてい

ます。今まで自分たちの活動だけに目が行きがちだった各団体の連携によって、より多くの

区民の参加も可能になるでしょう。多くの区民が参加し、楽しく取り組むことで、宮前区民

がもともと持っているコミュニティ形成の資質を上手に引き出し、「コミュニティ豊かなま

ち」と呼べる宮前区にしていければと思います。 

 

平成 21年 12 月 14 日 

宮前区区民会議委員長 永野 勝 
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Ⅰ 公園を活用した地域コミュニティの活性化に関する提案 

 
１ 宮前区の公園の現状と取組 

(1) 公園の有する機能 

宮前区の公園に限ったことではありませんが、一般的に公園は、誰もが気軽に利用で

きる緑豊かなオープンスペースであり、レクリエーション・憩いの場といった機能に加

え、防災拠点にもなるなど多様な機能を有しています。例えば、第 1 期の提案にあった

公園体操などは、当初 8箇所だったのが現在は 30 箇所以上に増え、高齢者の健康づくり

と地域コミュニティの活性化に大きく寄与しています。 

このように、公園は住民が集い交流することのできる地域コミュニティの拠点となり

うる可能性を持っていると考えられます。 

 

(2) 公園(都市公園・市営公園)の整備状況 

平成 21年 3 月現在の宮前区の公園の整備状況は次のとおりとなっています。川崎市全

体では麻生区に次いで 2番目に公園の多い区となっています。 

区分 街区公園 近隣公園 その他 合計 

公 園 数 176 6 14 196

 

(3) 増加する苦情 

主に、増加する公園に見合う維持管理経費が十分に確保されなかったことなどが原因

で、樹木の剪定や遊具やトイレ等の公園施設の故障などに関して、公園事務所に寄せら

れる苦情が増える傾向にあります。 
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このほか、ごみの不法投棄やペットの扱いのほか、青少年の夜のたまり場になってし

まっている公園もあるなど、マナーや倫理上の問題もあり、せっかくの公園が迷惑施設

になってしまっている側面もあります。 
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(4) 地域が主体となった管理運営 

川崎市緑の基本計画(平成 20 年 3 月改定)では、「協働により緑を守り育む持続可能な

仕組みの構築」を基本方針の１つとして掲げています。 

地域住民の身近な公園については、地域が主体となって管理・運営することが基本的

な考え方とされ、それを具体化するものとして、公園・緑地管理運営協議会の制度が緑

の基本計画の改定に先立ち、平成 17 年度からスタートしています。 

この公園・緑地管理運営協議会は、身近な公園を地域のコミュニティ拠点としていく

ことを大きな目的として、これまでの愛護会が担っていた除草・清掃の役割に加え、中

低木の剪定など、より高度な維持管理を地域で担うほか、公園の利用方法などの運営面

においても、その調整機能を地域が担うことができるようになりました。 

平成 21年 10 月現在、宮前区では 62 箇所で公園・緑地管理運営協議会が設立されてい

ます。 

 

２ 解決すべき課題など 

(1) 理想とする公園像について 

現在置かれている公園の状況と理想とする公園像とのギャップを明らかにし、課題解

決によって目指す方向性をより明確にするため、理想とする公園像について意見交換し、

イメージの共有を図りました。 

 望ましい施設･･･トイレ、ベンチ、看板など、地域のニーズや実情に合わせて 

・ 公園に必要な施設として、トイレ・ベンチ・看板・時計・遊具など、公園の立

地、利用者の構成やニーズ、地域の実情に合わせた施設が配置されている。 

・ どのような施設が必要かを自分たちで検討できるしくみができている。 

 維持管理・運営のあり方 

・ 多様な世代が無理なく主体的に 

子どもから高齢者まで、地域の多様な世代が無理なく主体的に関われるしく

みがある。 

・ 利用者が維持管理・ルールづくり 

利用者自らが、維持管理の方法や利用上のルールづくり、企画運営に関われ

るしくみがある。 

 公園の使われ方（コミュニティ面） 

・ 多世代が利用し顔見知りの関係に 

子どもから高齢者まで、地域の多様な世代に利用され、公園での出会いを通

して地域内でお互いが顔見知りの関係を築いている。 

・ 地域のイベント会場として 

お祭りや盆踊りを始め、地域の様々なイベント会場として公園が利用されるこ

とで、自然に地域住民が集まり交流する場となっている。 

 

(2) 解決すべき課題について 

理想とする公園像と現状とのギャップを踏まえ、部会では、解決すべき課題を次のと

おりとしました。 
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 課題①：維持管理について 

・ 担い手の不足・固定化・高齢化 

公園の維持管理活動に関わる人が少なく、また、現在関わっている人材も固

定化、高齢化している現状があり、より多くの人が関わるしかけが必要である。

・ 公園・緑地管理運営協議会の存在・役割の周知・普及 

区民会議としては、公園・緑地管理運営協議会の存在や役割が地域に広く知

られていない現状があるのではと感じている。また、活動が清掃や樹木の剪定

等の維持管理面にとどまっている団体が多く、要綱上含まれている公園の運営

など地域のコミュニティづくりにまで至っている活動団体が少ないのではな

いかと思われる。また、そうした活動が可能であることがあまり知られていな

い現状もあると思われ、公園・緑地管理運営協議会の存在や本来の役割を区民

に周知・普及して、より主体的な活動を広げていくことが求められる。 

 課題②：公園利用について 

・ 利用層の偏り・固定化 

公園を利用する人が限られている傾向があり、公園を地域コミュニティの拠

点とするにはより多様な人が気軽に公園に集い利用することが大切である。 

・ コミュニティ価値の情報発信不足 

公園のコミュニティ的価値に関する情報発信が不足している。公園を地域コ

ミュニティの拠点として位置付けるために、公園の必要性やまちづくりにおけ

る重要性について、もっとアピールしていくことが必要である。 

・ 利用者マナー 

一部の利用者に見られる公園の利用マナーの改善が求められる。公園の価値

を地域で認識・共有し、公園に愛着を持つことが進めば、利用マナーが自然に

改善されていくと考えられる。 

 

３ 公園を活用した地域コミュニティの促進に関する具体的な解決策 

 

提案① ： 公園を知ってもらおう！～公園内に掲示板などを設置～ 

【趣旨・目的】 

・ 公園では地域の色々な団体が主体となって、公園・緑地管理運営協議会の活動のほ

か、公園体操や自主保育など多様な活動を行っています。 

・ こうした公園内での活動・イベントを広く知ってもらい、より多くの参加を促し、

最終的には地域コミュニティが活性化することを目指します。 

 

【実施方法/実施主体】 

■ 活動内容をＰＲする掲示板の設置 

・ 日ごろの活動内容を恒常的に発信できるような掲示板を団体からの申請に応じて、

宮前区役所が公園管理者の許可を受けた上で設置します。 

3



宮前区区民会議 

 

 

・ 宮前区役所と団体とで管理協定を締結します。 

・ 設置の申請ができる団体は、公園で地域コミュニティに資する活動を継続的に行っ

ているとともに、地域の利害関係の調整や掲示板の管理・運営に責任を持ってあた

れる団体が望ましいため、公園・緑地管理運営協議会に限定します。 

 

■ 活動内容をＰＲするプレートの設置 

・ 公園・緑地管理運営協議会以外で、公園体操や自主保育など地域コミュニティの活

性化に資する個別の活動を行なっている団体に対しては、掲示板ではなく活動内容

を記した見た目にも楽しいプラスチックのプレートなどを制作し、公園事務所の許

可を受けた上でフェンス等に掲示できるようにします。 

※ 掲示板やプレートを設置する際には、景観・美観を損ねることのないよう、周

辺環境との調和に配慮することとします。 
※ 提案②の「冒険あそび場」の実施団体については、その支援のメニューとして

「掲示板の設置」を用意します。 
 

【実施時期】 

・ 実施時期については、平成 22 年度からの実施が望ましいものとします。 

 

 

提案② ： 「冒険あそび場」をひろめよう！ 

【趣旨・目的】 

・ 現代の子どもには、その成長にとって必要な時間・空間・仲間の「サンマ(３つの間
マ

)」
がないといわれています。 

・ そこで、公園というオープンスペースを活用し、地域が主体となって「冒険あそび

場」を実施することで、次世代育成の場の確保を目指します。 

・ また、「冒険あそび場」への地域住民の参加を促進し、本部会の趣旨である地域コミ

ュニティの活性化も目指します。 

 

《 冒険あそび場とは？ 》 

部会では、従来のプレイパークの概念にとらわれず、宮前区らしいプレイパーク

を目指すことを企図して「冒険あそび場」という言葉を用いることとしました。 

プレイパークと呼ばれる活動は、一般的には次のような内容となっていますが、

地域の特性や実情に応じた活動内容としていく必要があります。 

【概要】 

■冒険遊び場（プレイパーク） 

 「プレイリーダー」と呼ばれる見守り役の大人のもと、子どもたちが自由な発

想で遊びを創り出し、やりたいことを実現する場です。 
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■自分の責任で自由に遊ぶ 

  小さな怪我などのリスクを自分で負担することを前提とします。 

   火を使う遊び・泥遊び・工具を使った遊具や秘密基地づくりなど 

【効果】 

 ■地域コミュニティの活性化 

  活動に地域の大人が関わることで、地域コミュニティの活性化につながります。

   →特に若い父親世代の参加が期待できます。 

 ■次世代育成 ★宮前区は子ども(0～14歳)の数(32千人)・割合(15.3%)ともに 7区最多 

  与えられた遊具だけでなく、思いきり遊べる外遊びの環境を確保します。 

  小さな怪我を経験することで、「大きな怪我や危険から身を守る術」を身につ

けます。 

 

【実施内容】 

・ 「冒険あそび場」の実施には、地域で利害の対立する可能性もあるため、「サンマ」

に続く 4 つ目の「間」である世間（地域社会）に受け入れられるよう、宮前区の地

域特性に合ったルールを策定する必要があります。 

・ しかし、区民会議として具体的なルールを作ることは難しく、実際に活動に携わる

団体と行政とが協働でルール作りを行う必要があります。 

・ このため、平成 22 年度に「宮前区冒険あそび場支援検討委員会」を設け、「冒険あ

そび場」のルールや行政からの具体的な支援のあり方について検討を行います。 
・ ルール作りにおいて実際の活動の観点から検討するために、既存の団体や冒険あそ

び場に近い取組を行っている団体に、モデル団体として引き受けてもらうことを依

頼します。 
・ このほか、冒険あそび場をもっと広げることを目的として、実施を希望する地域団

体を対象に、既存の実施団体に依頼して「出張・冒険あそび場」を実施し、「冒険あ

そび場」が体験できる機会の確保を図ります。 

 

【宮前区冒険あそび場支援検討委員会の概要】 

・ 市民が行うプレイパーク活動を積極的に支援するためのルールや行政支援のあり方

を、区役所・関係行政機関・既存活動団体・子育て支援団体・青少年育成関係者・

公募市民等で検討します。各団体は、各々で適宜子どもの意見を吸い上げながら、

検討に反映させるものとします。 
<委員会への参加を呼びかける団体> 

既存活動団体 

・ポレポレ            ・グリーンフォーラム 21 みやまえ 

・野川こ文プレイパーク(自主学童保育ささのはクラブ)） 

子育て支援団体・青少年育成関係者 

・地域で子育てを考えよう連絡会  ・宮前区青少年指導員連絡協議会 

・宮前区運動普及推進員連絡協議会 ・宮前区民生委員・児童委員協議会 

・宮前区子ども会連合会      ・ボーイスカウト、ガールスカウト 
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・宮前区地域教育会議 

宮前区全町内・自治会連合会 

・公園・緑地管理運営協議会を組織している町内会・自治会から参加 

第 2 期区民会議委員(若干名) 

宮前区役所（企画課、地域振興課、こども支援室、道路公園センター) 

 

 

提案③ ： もっと公園を楽しもう～宮前区公園月間の設定～ 

【趣旨・目的】 

・ 公園は誰もが気軽に使えるオープンスペースですが、中にはあまり使われていない

公園もあります。 
・ 公園を地域コミュニティの核としていくために、地域住民にもっと公園に目を向け

てもらう必要があります。 

 
【実施内容】 

・ 毎年、桜の咲く 4 月と落葉の季節の 11 月を「宮前区公園月間」として、イベントな

どの開催を地域に呼びかけます（イベントには、例えば落葉を使った染物など伝統

文化を取り入れることも考えられます）。 

・ 現在発行している「歳時記みやまえ」をモデルに、「みやまえ公園イベント情報」を

毎月発行し、各町内会・自治会を通じ区内各世帯に回覧します。 
・ 同時に、宮前区地域ポータルサイト「みやまえぽーたろう」でも公園でのイベント

情報を発信します。 
・ 「宮前区公園の日」の呼びかけは、区民会議委員が所属している各団体や、公園・

緑地管理運営協議会や愛護会などに委員や区役所が直接行うほか、「みやまえ公園イ

ベント情報」や「みやまえぽーたろう」上でも行います。 
 
 

提案④ ： 公園・緑地管理運営協議会をサポートしよう！ 

【趣旨・目的】 

・ 公園・緑地管理運営協議会は、維持管理だけでなく地域コミュニティの担い手とし

ての役割も期待されています。 

・ しかしながら、実際には地域コミュニティの担い手としての意識はあまり強くなく

（設立当初はそう認識されていたとしても、年数が経つと忘れられてしまう）、専ら

維持管理を行う組織として認識されている傾向が見られるため、その役割を認知し

てもらう継続的な取組が必要です。 
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【実施内容】 

・ 現在、公園・緑地管理運営協議会が設立されている公園には、「○○公園・緑地管理

運営協議会が管理運営しています」といった表示があるだけなので、公園管理者と

協議のうえ、その趣旨・役割等をわかりやすく表現した看板を掲示することが望ま

しいと考えます。 
・ 趣旨・役割等をわかりやすく掲示することで、管理運営協議会は維持管理だけでは

なく公園の企画運営まで行うことができる団体であるということ、公園を地域コミ

ュニティの拠点として積極的に活用していくことができるということを市民・管理

運営協議会の双方に周知できます。 
・ また、市民の側では区民会議委員が中心となって、地域の協議会と積極的に関わり、

サポートしていくことが重要と考えます。 
・ さらに行政側では、協議会の代表者が集まる会議の場を活用し、研修などを通じて

地域コミュニティの担い手であるという協議会の趣旨を継続的にお知らせすること

や、区民会議での審議経過を伝えることなどを行うべきと考えます。 
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Ⅱ 地域資源を活用した地域コミュニティの活性化に関する提案 
 

１ 宮前区の宝・顔に関する現状と取組 

(1) 地域資源（宝物）に関する現状 

宮前区内には、歴史文化・自然・市民活動・都市農業など多くの魅力的な資源があり

ますが、その大半は区民にあまり知られていません。 

これは、昭和 41 年の田園都市線の長津田駅までの延伸に伴って順次沿線開発が始まっ

たという宮前区の歴史的経緯に起因していると考えられます。都心部のベッドタウンと

して発展を遂げてきた宮前区は、都市としての歴史もまだ 40 年余であり、また、過去に

社宅などが多かった関係で転勤族が多く、いわゆる「川崎都民」と呼ばれる区民が数多

く住んでいるという特徴があります。 

このため、宮前区は極端に言えば「腰掛けで住むところ」「眠るためだけに帰るところ」

といった場所となってしまい、生活をする上で地域のことにさほど関心を払う必要があ

りませんでした。例えば、住宅地のすぐそばで展開されている都市農業では、「かわさき

そだち」にも指定されている質の良い農産物がたくさんありますが、区内での販売ルー

トがあまり確立されていないことなどから、区民にはあまり知られていません。 

こうした状況などもあり、市内 7 区中では最も遅い形となりましたが、平成 19 年度に

は、「住んでよし・訪れてよし」をキャッチフレーズに、宮前区観光協会が発足し、区内

の魅力発信に向けた活動を開始しています。 

このほかに一般論として、地域の宝といえるものに目に見える宝のほか、目に見えな

い宝として風土などもあると考えられます。 

 

(2) 宮前区に対する内外のイメージ 

部会では、「自然豊かな閑静な住宅地で、教育水準も高いといわれているが、繁華街が

少なく、特徴・シンボルに欠ける面がある」といったものが、概ね委員が共通して抱い

ている宮前区のイメージでした。 

一般的には、田園都市線沿線を中心に、都心へのアクセスの良さと緑豊かな暮らしを

併せ持つ住宅地としての人気が高いほか、特に教育の評価が高く、子どもの教育のため

に宮前区に引っ越してきたという話も聞かれます。 

その一方で、「宮前区ってどんなまち？」と一般区民を対象に聞いたとしても、答えら

れるものや、共通のイメージが無いのではないか、という感想を持ちました。 

平成14年度に行われた「川崎市政及び区政に関する市民1万人アンケート」によれば、

「お住まいの区のイメージは？」という設問に対して、「とくにない」と回答した区民の

割合が 7区で最も高かった(12.1%)いう結果が、この委員の感想を裏付けるデータになっ

ていると考えられます。 

 

(3) その他宮前区をめぐる現状 

宮前区は、宮前地区と向丘地区とに分かれており、現在は、東名高速道路が概ねその

境となっています。川崎市域はかつて武蔵国の一部を構成していましたが、宮前地区は

相模の国の影響が、向丘地区には武蔵の国の影響が残っているのではないか、との意見
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が委員からは出されました。 

このほか、現在雑誌等において紹介される機会が多いのは、田園都市線沿線の地域が

中心となっています。 

 

２ 解決すべき課題など 

(1) 資源の分類について 
課題の抽出や解決策の検討に先立ち、宮前区内の既存の資源の情報の収集を行いました。 

また、それを広く区民に紹介することを見据え、資源の分類方法等について審議しました。 

 

■ ５つの大分類･･･自然、歴史文化、産業、活動、まち・施設 

資源の分類については、できるだけわかりやすくシンプルであるべきという意見を踏

まえ、以下の 5つの大分類としました。 

自然 緑・緑地・公園、水、生物、植物 など 

歴史文化 史跡・遺跡、歴史のある道、伝承・民俗文化、寺社仏閣、ゆかりの人

物 など 

産業 食べ物、その他産物、農業、工業 など 

活動 イベント、市民活動 など 

まち・施設 ランドマーク・モニュメント、施設、道、商店 など 

 

また、これらの資源を実際に紹介する際には、その資源のある地域やその資源を楽し

むことができる時期などもデータ化し、資源データの検索の方法はできるだけたくさん

あった方が良いとの意見もありました。 

 

■ 楽しむ方法…みたい(見/観)・ききたい(聞/聴)、買いたい・食べたい、やってみたい 

宮前区の資源を紹介する際に、区民にその資源により親しみを感じてもらうために、 

「楽しむ方法」という別の観点から資源を分類することとしました。 

 

(2）「資源」「宝」「顔」の定義について 

具体的な課題解決策の審議にあたり、部会で何気なく使われていた地域の「資源」「宝」

「顔」という言葉について、しっかり定義することとしました。 

 

宮前区の「資源」    まだ区民が知らない、区民にあまり知られていないものも含む 

もっとも広い範囲をさす言葉で、まだ発見されていないものも含まれる。 

 

宮前区の「宝」      区民に知られている、区民に大切にされているもの 

資源の中でも、ある一定の地域や範囲の区民に知られているもの。また、区民に大切

にされているものが“宝”である 

 

宮前区の「顔」      区外にも知られている、区民の誇り・シンボルになっているもの 

宝の中でもさらに、区外にも広く知られており、宮前区の魅力として広く認められて

いるもの、区民の誇りやシンボルになっているものが“顔”である。 
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例えば、宝物はある地域や人々の間で密かに、門外不出の形で守られている場合も考え

られますが、顔になるには、外からもその魅力が明確になっている必要があるものと考え

られます。 

 

(3) 「宝」や「顔」があるまちのイメージ 

まちの宝や顔があることによって、次のような効果が期待できると考えられます。 

【区民一人ひとりの立場で考えた場合】 

・ 「宮前区ってどんなまち？」と聞かれた場合、自信を持って、自分の住んでいるま

ちの特徴や魅力を区外の人に紹介することができる 

・ それぞれが地域に愛着を持っていて、終の棲家とすることも考えている 

・ 地域を大切に思い、近隣との良好なコミュニケーションが図れている 

【地域社会全体で考えた場合】 

・ 地域に愛着を持つ区民が多くなることで、豊かな地域コミュニティが形成されてい

る 

・ 豊かな地域コミュニティを礎として、地域の課題も地域が主体となって解決にあ

たっている 

 

(4) 解決すべき課題について 

宝や顔があるまちづくりに向け、部会では、解決すべき課題を次のとおりとしました。 

 課題：区内の資源の共有・押し上げ 

区内の「資源」が「宝」や「顔」となっていくためには、まず区民一人ひとり

に資源の存在を知ってもらったうえで、区内全体で共有し、最終的には対外的に

発信して区外からも認知してもらう必要があります。 

「資源」が「宝」を経て「顔」となるまでのプロセスを図で示すと以下のよう

になります。共有の度合いは、「資源」が「宝」に、「宝」が「顔」になるほど高

まると考えられます。地域の資源を“発見”し、それが“共有”されることで地

域の宝になり、さらにそれが広く“情報発信”されることで、地域の顔となって

いきます。 

部会では、「資源」を「宝」や「顔」に押し上げていくプロセスを具体化し、

これに地域単位で多様な世代の住民が関わり楽しみながら参加できるようにし

ていくことを解決すべき課題として設定しました。 
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(5) 先行事例・他地域での取組 

部会では、地域資源をコミュニティの活性化に繋げている事例として、「野川ふるさ

とカルタ」に注目し、作成までの経緯や現状について聞きました。 

その後、カルタにづくりの先行事例として群馬県の「上毛かるた」について調べた結

果、カルタづくりには地域の資源を再発見する効果があること、また教育現場などでカ

ルタを活用することで資源の共有が期待できることなど、地域コミュニティの活性化に

大きな効果があることがわかってきました。 

【野川ふるさとカルタ】 

・ 宮前区野川では、平成 18 年から 20 年にかけて、宮前第１地区社会福祉協議会が

中心となり、地域の良さや歴史を知ってもらうための手段としてカルタを制作し

ました。 

・ カルタは地域の学校や町会、子ども会などに配布され、現在は絵札を題材に地域

を廻るスタンプラリーなどが企画されており、カルタを中心とした地域コミュニ

ティが活性化し始めています。 

【上毛かるた】 

・ 群馬県では、故郷の文化や歴史を子どもたちに伝えるため、昭和 22 年に郷土カ

ルタが制作されました。 

・ 上毛かるたでは、幅広い題材が読まれており、カルタで取り上げられることで現

在まで語り継がれた人物もいるなど地域の文化、歴史を繋ぐ効果的な題材となっ

ています。 

・ また、発行翌年の昭和 23 年からは上毛かるた県競技大会も開催され、子どもた

ちが練習に励む姿は風物詩となっています。 

・ 『少年時代を群馬県で過ごした人は必ず知っている』とまで言われるほど地域の

共有財産として認知されています。 

・ また、カルタを題材に県の名所・歴史・文化などを巡るバスツアーが開催される

など、子どもから大人まで幅広い世代で活用されています。 

 

３ 地域の宝さがしを通じた地域コミュニティの促進に関する具体的な解決策 

 

提案 ： 宮前区のカルタをつくろう！ 

【趣旨・目的】 

・ 幅広い世代が参加して地域の「資源」を探し出し、「宝」・「顔」へと押し上げていく

過程を通じて、地域への愛着を涵養し地域コミュニティの活性化を目指します。 

 

【実施内容】 

■ みやまえカルタを制作します 

・ 平成 24 年度に区政 30周年記念を迎えることから、その年を目指し区政 30 周年記

念みやまえカルタを制作します。 
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・ その前段として、8 つの中学校区ごとの地区別カルタを地域が主体となって制作

します。 

・ 区政 30 周年記念みやまえカルタは、上記地区別カルタから選抜することとします。 

・ カルタの制作にあたっては、「まち歩き」や地域のワークショップを実施するなど

そのプロセスを重視することとし、より多くの区民が参加できる方法を目指すこ

ととします。 

 

■ みやまえカルタを活用します 

・ 制作されたみやまえカルタは、地域を知り愛着を深めるツールとして、地域版・

全区版とも各種イベントや教育現場で積極的に活用するものとします。 
 

【実施主体とその役割】 

■ みやまえカルタ制作実行委員会の設立 

・ みやまえカルタ制作実行委員会(以下「実行委員会」といいます。)において、カル

タ作りの基本的方針を策定します。 
・ 実行委員会では、中学校区ごとの部会を設け、そこで地区別のカルタを制作する

こととします。部会の実際の活動に際しては、実行委員会のメンバーだけでなく、

広く地域から参加者を募ることとします。 
・ 地区別カルタの制作状況の進行管理・内容調整を行います。 
・ 多くの人に、地区別カルタの制作過程やその成果を知ってもらうため、発表会イ

ベントを開催することとし、その企画を本委員会が行います。 
・ 地区別のカルタから選抜される区全体のカルタの選考を行います。 

<実行委員会への参加を呼びかける団体(案)> 

・宮前区全町内・自治会連合会   ・宮前区観光協会 

・宮前区商店街連合会       ・宮前区文化協会 

・宮前区老人クラブ連合会     ・宮前区社会福祉協議会 

・宮前区民生委員・児童委員協議会 ・宮前区地域教育会議 

・宮前区ＰＴＡ協議会       ・グリーンフォーラム 21 みやまえ 

・宮前区歴史文化調査委員会    ・株式会社フューチャーリンクネットワーク 

・第 2 期区民会議委員(若干名) 

・宮前区役所(企画課、地域振興課、こども支援室) 

 

■ 各小学校での取組 

・ 総合的な学習の「まち探検」の時間を活用し、小学校区単位で手製のカルタ作り

を行ってもらうことを、実行委員会から依頼します。 
・ 制作されたカルタは実行委員会に提出してもらい、地区別カルタの制作に活用す

ることとします。 
・ 各小学校に対しては、実行委員会から講師を派遣したり、地域の資源の紹介など

を行ったりします。 
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【実施体制イメージ】 

 
 

【スケジュール】 

・ みやまえカルタの制作にあたっては、概ね次のスケジュールで実施することが望ま

しいものとします。 

 取組内容 

・ 全体の実行委員会を立ち上げ 

→中学校区ごとの部会を立ち上げ 

平
成
22
年
度 

・ まち歩き(テーマ別) 

・ 読み札募集 

・ 絵札募集 

・ 地区ごとにフォーラム開催 平
成
23
年
度 

・ 読み札選考 

・ 絵札選考 

・ カルタ制作 

・ 地区ごとにカルタ大会を開催 

平
成
24
年
度 

・ カルタの人気投票(インターネット) 

・ 区民祭で各地区のカルタのプレゼンテーションと人気投票 

・ 人気投票の結果を受けて、(仮称)区政 30周年記念みやまえカルタを

制作 

・ 区政 30 周年記念大カルタ大会の開催 

<平成 25年度以降> 

・ 地域のイベントや教育現場での活用 

 

みやまえカルタ

制作実行委員会 

宮前平

宮崎 

野川 

有馬 

犬蔵 

向丘 

平 

菅生 

【地区別実行委員会】 

宮崎中学校区内の小学校 

※ 小学校では、総合的な学習「まち探検」などを活

用してカルタを作って地区別実行委員会に提出 

※ 小学校に対しては、地区別実行委員会から講師

となる地域人材や資源の情報を提供 

野川中学校区内の小学校 

有馬中学校区内の小学校 

宮前平中学校区内の小学校

菅生中学校区内の小学校 

犬蔵中学校区内の小学校 

向丘中学校区内の小学校 

平中学校区内の小学校 

※ 地区別実行委員会で

は、まち歩き等のイベ

ントを独自に実施しな

がら、かるたを制作 
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第２期宮前区区民会議委員 

部会 
№ 企

画 

公
園 

宝 

氏 名 選出区分 分  野 団体名等 

1 ◎   ★永野
な が の

 勝
まさる

 団体推薦 ①防災・地域交通 宮前区安全・安心まちづくり推進協議会

2  ○  田邊
た な べ

 保
やす

昭
あき

(H21.3 まで部会長) 団体推薦 宮前区社会福祉協議会 

3  ○  吉田
よ し だ

 亨
こう

太郎
た ろ う

 団体推薦

②福祉・健康 

宮前区老人クラブ連合会 

 ○  後藤
ご と う

 ひとみ(～H20.11.30) 
4 

 ○  久保
く ぼ

 浩子
ひ ろ こ

 (H20.12. 1～) 

団体推薦 宮前区こども支援関係者連絡会 

○   ☆川西
かわにし

 和子
か ず こ

  (～H21. 4.30) 
5 

 ○  持田
も ち だ

 正美
ま さ み

 (H21. 5. 1～) 

団体推薦

③子育て・教育 

宮前区地域教育会議 

6   ○ 河井
か わ い

 明子
あ き こ

 団体推薦 ④自然・生活環境 グリーンフォーラム 21世話人会 

  ○ 川島
かわしま

 芳茂
よししげ

  (～H21. 7.31) 
7 

  ○ 谷山
たにやま

 安治
やすはる

  (H21. 8. 1～) 

団体推薦 ⑤産業・まちの活力 宮前区商店街連合会 

8   ○ 鈴木
す ず き

 和子
か ず こ

 団体推薦 ⑥文化・観光 宮前区観光協会 

9  ○  吉岡
よしおか

 清
きよし

 団体推薦
宮前区全町内会・自治会連合会 

（向丘地区） 

10  ○  福本
ふくもと

 尚
たかし

 団体推薦

⑦地域組織・ 

まちづくり 宮前区全町内会・自治会連合会 

（宮前地区） 

11 ○  ○ 松井
ま つ い

 隆 一
りゅういち

 団体推薦 ⑧地域特性 宮前区まちづくり協議会 

12 ○ ◎  佐藤
さ と う

 利枝
と し え

(H21.4 から部会長) 公 募   

13   ○ 恒川
つねかわ

 康夫
や す お

 公 募   

14 ○   ☆宇賀神
う が じ ん

 泰
やす

志
し

 区長推薦  
第１期区民会議 明日のｺﾐｭﾆﾃｨ部会長 

（宮前区自主防災連絡協議会） 

15  ○  鈴木
す ず き

 恵子
け い こ

 区長推薦  
第１期区民会議 高齢者福祉部会長 

（在宅介護支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟすずの会）

16 ○  ◎ 髙
たか

木
ぎ

 一弘
かずひろ

 区長推薦  飛森谷戸の自然を守る会 

17   ○ 千葉
ち ば

 将
まさ

行
ゆき

 区長推薦  ㈱フューチャーリンクネットワーク 

18 ○   ☆前田
ま え だ

 正子
ま さ こ

 区長推薦  (財)横浜市国際交流協会 

19  ○  目代
もくだい

 由美子
ゆ み こ

 区長推薦  
第１期区民会議 子ども部会長 

（宮前区民生委員・児童委員協議会） 

20   ○ 渡辺
わたなべ

 良雄
よ し お

 区長推薦  
第１期区民会議 地域防災部会長 

（宮前区全町内会・自治会連合会（向丘地区））

★    委員長  ☆････副委員長  ◎････部会長 ○････部会メンバー 

【参与】

市議会議員 

浅野 文直 織田 勝久 

飯田 満 佐々木 由美子 

石川 建二 平子 瀧夫 

石田 康博 矢沢 博孝 
太田 公子 山田 晴彦 

県議会議員 

持田 文男 福田 紀彦(～H21.10.11) 
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宮前区区民会議で把握した地域の資源一覧

町名 大分類 中分類 資源名
みたい・
ききたい

買いたい・
食べたい

やって
みたい

区内全域 自然 緑・緑地・公園 宮前区の里山 ○
区内全域 自然 植物 宮前区の花・コスモス ○
区内全域 自然 植物 宮前区の木・サクラ ○
区内全域 歴史文化 伝承・民俗文化 宮前音頭 ○ ○
区内全域 歴史文化 伝承・民俗文化 武蔵野音頭 ○ ○
区内全域 産業 食べ物 宮前のブロッコリー ○
区内全域 産業 食べ物 宮前のトマト ○
区内全域 産業 食べ物 宮前のダイコン ○
区内全域 産業 農業 盛んな都市農業 ○
区内全域 まち・施設 道 名前のついた坂 ○
区内全域 まち・施設 その他 教育水準が高いと言われている
野川 自然 緑・緑地・公園 野川十三坊台特別緑地保全地区 ○
野川 自然 緑・緑地・公園 野川ふれあいの森 ○
野川 自然 緑・緑地・公園 南野川ふれあいの森 ○
野川 自然 水 矢上川・有馬川水系 ○
野川 自然 植物 影向寺のイチョウ、サルスベリ ○
野川 自然 植物 影向寺の乳イチョウ ○
野川 自然 植物 野川梅の里 ○
野川 自然 植物 野川のコスモス畑 ○
野川 歴史文化 史跡・遺跡 野川神社境内遺跡 ○
野川 歴史文化 史跡・遺跡 十三菩提遺跡 ○
野川 歴史文化 伝承・民俗文化 野川囃子 ○
野川 歴史文化 寺社仏閣 和田八幡宮 ○
野川 歴史文化 寺社仏閣 西蔵寺 ○
野川 歴史文化 寺社仏閣 影向寺 ○
野川 歴史文化 寺社仏閣 野川神明社 ○
野川 産業 食べ物 宮前メロン ○
野川 産業 食べ物 お好み甘納豆 ○
野川 まち・施設 商店 天然酵母のパン屋 ○
東有馬 自然 水 矢上川・有馬川水系 ○
東有馬 自然 植物 下有馬不動尊のヤブツバキ ○
東有馬 歴史文化 寺社仏閣 長善寺 ○
東有馬 まち・施設 施設 有馬療養温泉旅館 ○
有馬 自然 水 矢上川・有馬川水系 ○
有馬 自然 植物 有馬椿の里 ○
有馬 自然 植物 有馬植木の里 ○
有馬 自然 植物 有馬梅林公園 ○
有馬 自然 植物 有馬つつじ公園 ○
有馬 自然 植物 ケヤキ ○
有馬 歴史文化 歴史のある道 大山街道 ○ ○
有馬 歴史文化 伝承・民俗文化 有馬囃子 ○
有馬 歴史文化 伝承・民俗文化 有馬大正踊り八木節 ○ ○
有馬 歴史文化 寺社仏閣 有馬神明神社 ○
有馬 歴史文化 寺社仏閣 福王寺 ○
有馬 歴史文化 寺社仏閣 有馬不動堂 ○
有馬 歴史文化 その他 川崎考古学研究所 ○
有馬 まち・施設 商店 ペット業界のパイオニア店舗 ○
鷺沼 自然 緑・緑地・公園 カッパーク鷺沼 ○
鷺沼 歴史文化 歴史のある道 大山街道 ○ ○
鷺沼 まち・施設 ランドマーク・モニュメント （駅前のシンボル） ○
鷺沼 まち・施設 施設 フロンタウン鷺沼 ○
鷺沼 まち・施設 施設 鷺沼ボウル ○
土橋 自然 緑・緑地・公園 カッパーク鷺沼 ○
土橋 歴史文化 伝承・民俗文化 土橋万作踊り ○ ○
土橋 歴史文化 伝承・民俗文化 護符・オオカミ伝説 ○
土橋 歴史文化 寺社仏閣 正福寺 ○
土橋 歴史文化 寺社仏閣 土橋神社 ○
土橋 まち・施設 施設 東名川崎IC ○
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宮前区区民会議で把握した地域の資源一覧

町名 大分類 中分類 資源名
みたい・
ききたい

買いたい・
食べたい

やって
みたい

宮前平 歴史文化 歴史のある道 大山街道 ○ ○
宮前平 歴史文化 寺社仏閣 八幡神社 ○
宮前平 まち・施設 施設 天然温泉　湯けむりの庄 ○
小台 自然 緑・緑地・公園 カッパーク鷺沼 ○
小台 自然 植物 イヌツゲ・イロハカエデ ○
小台 歴史文化 歴史のある道 大山街道 ○ ○
小台 産業 食べ物 ふる舞いそば ○
犬蔵 自然 水 湧水 ○ ○
犬蔵 自然 生物 ホタル ○ ○
犬蔵 歴史文化 寺社仏閣 犬蔵天神社 ○
水沢 自然 緑・緑地・公園 菅生緑地 ○
水沢 自然 水 平瀬川水系 ○
水沢 歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 ○ ○
水沢 歴史文化 寺社仏閣 如意院 ○
水沢 産業 食べ物 産みたて卵 ○
水沢 まち・施設 施設 川崎市中央卸売市場北部市場 ○ ○
潮見台 歴史文化 史跡・遺跡 潮見台遺跡 ○
菅生ケ丘 自然 水 平瀬川水系 ○
菅生ケ丘 歴史文化 寺社仏閣 八雲神社（天王社） ○
菅生 自然 緑・緑地・公園 生田緑地 ○
菅生 自然 水 平瀬川水系 ○
菅生 自然 植物 イトヒバ ○
菅生 歴史文化 歴史のある道 鎌倉古道 ○ ○
菅生 歴史文化 伝承・民俗文化 初山の獅子舞 ○
菅生 歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 ○ ○
菅生 歴史文化 寺社仏閣 秋月院 ○
菅生 歴史文化 寺社仏閣 長安寺 ○
菅生 歴史文化 寺社仏閣 菅生神社 ○
菅生 まち・施設 ランドマーク・モニュメント 蔵敷交差点モニュメント ○
五所塚 自然 緑・緑地・公園 生田緑地 ○
五所塚 歴史文化 史跡・遺跡 権現台遺跡 ○
平 自然 緑・緑地・公園 生田緑地 ○
平 自然 水 平瀬川水系 ○
平 自然 植物 白幡八幡大神のクスノキ ○
平 自然 植物 平中学校の保存樹林 ○
平 自然 植物 ケヤキ ○
平 歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 ○ ○
平 歴史文化 伝承・民俗文化 平囃子 ○
平 歴史文化 伝承・民俗文化 白旗八幡大神の禰宜舞 ○ ○
平 歴史文化 寺社仏閣 白幡八幡大神 ○
平 歴史文化 寺社仏閣 東泉寺 ○
平 産業 食べ物 わがままいちご ○
平 産業 食べ物 唐辛子エッセンス ○
平 産業 食べ物 ハーブビネガー ○
南平台 産業 食べ物 カッププディング ○
初山 自然 緑・緑地・公園 生田緑地 ○
初山 自然 水 湧水 ○ ○
初山 自然 生物 ホタル ○ ○
初山 歴史文化 伝承・民俗文化 初山の獅子舞 ○
初山 歴史文化 寺社仏閣 本遠寺 ○
神木本町 自然 緑・緑地・公園 東高根森林公園 ○
神木本町 自然 水 平瀬川水系 ○
神木本町 自然 植物 東高根のシラカシ林 ○
神木本町 自然 植物 等覚院のツツジ ○
神木本町 歴史文化 史跡・遺跡 東高根遺跡 ○
神木本町 歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 ○ ○
神木本町 歴史文化 寺社仏閣 長尾寺 ○
神木本町 歴史文化 寺社仏閣 神木天満宮 ○
神木本町 歴史文化 寺社仏閣 神木山等覚院 ○
神木本町 産業 食べ物 神木とろ～りプリン ○



宮前区区民会議で把握した地域の資源一覧

町名 大分類 中分類 資源名
みたい・
ききたい

買いたい・
食べたい

やって
みたい

宮崎 自然 植物 NEC跡地の街路樹など ○
宮崎 歴史文化 歴史のある道 大山街道 ○ ○
宮崎 まち・施設 施設 電車とバスの博物館 ○
馬絹 自然 植物 泉福寺のイチョウ・サルスベリ ○
馬絹 歴史文化 史跡・遺跡 馬絹古墳 ○
馬絹 歴史文化 寺社仏閣 泉福寺 ○
馬絹 歴史文化 寺社仏閣 馬絹神社 ○
馬絹 歴史文化 寺社仏閣 慈照寺 ○
馬絹 歴史文化 寺社仏閣 浄照寺 ○
馬絹 産業 食べ物 馬絹の小菊 ○
馬絹 産業 食べ物 馬絹の花桃 ○



宮前区区民会議で把握した地域の資源一覧

大分類 中分類 資源名 町名
みたい・き

きたい
買いたい・
食べたい

やって
みたい

自然 緑・緑地・公園 宮前区の里山 区内全域 ○
自然 緑・緑地・公園 南野川ふれあいの森 野川 ○
自然 緑・緑地・公園 野川ふれあいの森 野川 ○
自然 緑・緑地・公園 野川十三坊台特別緑地保全地区 野川 ○
自然 緑・緑地・公園 カッパーク鷺沼 鷺沼 ○
自然 緑・緑地・公園 カッパーク鷺沼 土橋 ○
自然 緑・緑地・公園 カッパーク鷺沼 小台 ○
自然 緑・緑地・公園 菅生緑地 水沢 ○
自然 緑・緑地・公園 生田緑地 菅生 ○
自然 緑・緑地・公園 生田緑地 五所塚 ○
自然 緑・緑地・公園 生田緑地 平 ○
自然 緑・緑地・公園 生田緑地 初山 ○
自然 緑・緑地・公園 東高根森林公園 神木本町 ○
自然 水 矢上川・有馬川水系 野川 ○
自然 水 矢上川・有馬川水系 東有馬 ○
自然 水 矢上川・有馬川水系 有馬 ○
自然 水 湧水 犬蔵 ○ ○
自然 水 平瀬川水系 水沢 ○
自然 水 平瀬川水系 菅生ケ丘 ○
自然 水 平瀬川水系 菅生 ○
自然 水 平瀬川水系 平 ○
自然 水 湧水 初山 ○ ○
自然 水 平瀬川水系 神木本町 ○
自然 生物 ホタル 犬蔵 ○ ○
自然 生物 ホタル 初山 ○ ○
自然 植物 宮前区の花・コスモス 区内全域 ○
自然 植物 宮前区の木・サクラ 区内全域 ○
自然 植物 影向寺の乳イチョウ 野川 ○
自然 植物 影向寺のイチョウ、サルスベリ 野川 ○
自然 植物 野川梅の里 野川 ○
自然 植物 野川のコスモス畑 野川 ○
自然 植物 下有馬不動尊のヤブツバキ 東有馬 ○
自然 植物 有馬植木の里 有馬 ○
自然 植物 有馬椿の里 有馬 ○
自然 植物 有馬梅林公園 有馬 ○
自然 植物 有馬つつじ公園 有馬 ○
自然 植物 ケヤキ 有馬 ○
自然 植物 イヌツゲ・イロハカエデ 小台 ○
自然 植物 イトヒバ 菅生 ○
自然 植物 平中学校の保存樹林 平 ○
自然 植物 ケヤキ 平 ○
自然 植物 白幡八幡大神のクスノキ 平 ○
自然 植物 等覚院のツツジ 神木本町 ○
自然 植物 東高根のシラカシ林 神木本町 ○
自然 植物 NEC跡地の街路樹など 宮崎 ○
自然 植物 泉福寺のイチョウ・サルスベリ 馬絹 ○



宮前区区民会議で把握した地域の資源一覧
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きたい
買いたい・
食べたい

やって
みたい

歴史文化 史跡・遺跡 野川神社境内遺跡 野川 ○
歴史文化 史跡・遺跡 十三菩提遺跡 野川 ○
歴史文化 史跡・遺跡 潮見台遺跡 潮見台 ○
歴史文化 史跡・遺跡 権現台遺跡 五所塚 ○
歴史文化 史跡・遺跡 東高根遺跡 神木本町 ○
歴史文化 史跡・遺跡 馬絹古墳 馬絹 ○
歴史文化 歴史のある道 大山街道 有馬 ○ ○
歴史文化 歴史のある道 大山街道 鷺沼 ○ ○
歴史文化 歴史のある道 大山街道 宮前平 ○ ○
歴史文化 歴史のある道 大山街道 小台 ○ ○
歴史文化 歴史のある道 鎌倉古道 菅生 ○ ○
歴史文化 歴史のある道 大山街道 宮崎 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 宮前音頭 区内全域 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 武蔵野音頭 区内全域 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 野川囃子 野川 ○
歴史文化 伝承・民俗文化 有馬大正踊り八木節 有馬 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 有馬囃子 有馬 ○
歴史文化 伝承・民俗文化 護符・オオカミ伝説 土橋 ○
歴史文化 伝承・民俗文化 土橋万作踊り 土橋 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 水沢 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 初山の獅子舞 菅生 ○
歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 菅生 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 平 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 白旗八幡大神の禰宜舞 平 ○ ○
歴史文化 伝承・民俗文化 平囃子 平 ○
歴史文化 伝承・民俗文化 初山の獅子舞 初山 ○
歴史文化 伝承・民俗文化 平瀬川の歌 神木本町 ○ ○
歴史文化 寺社仏閣 野川神明社 野川 ○
歴史文化 寺社仏閣 影向寺 野川 ○
歴史文化 寺社仏閣 和田八幡宮 野川 ○
歴史文化 寺社仏閣 西蔵寺 野川 ○
歴史文化 寺社仏閣 長善寺 東有馬 ○
歴史文化 寺社仏閣 有馬不動堂 有馬 ○
歴史文化 寺社仏閣 有馬神明神社 有馬 ○
歴史文化 寺社仏閣 福王寺 有馬 ○
歴史文化 寺社仏閣 土橋神社 土橋 ○
歴史文化 寺社仏閣 正福寺 土橋 ○
歴史文化 寺社仏閣 八幡神社 宮前平 ○
歴史文化 寺社仏閣 犬蔵天神社 犬蔵 ○
歴史文化 寺社仏閣 如意院 水沢 ○
歴史文化 寺社仏閣 八雲神社（天王社） 菅生ケ丘 ○
歴史文化 寺社仏閣 菅生神社 菅生 ○
歴史文化 寺社仏閣 秋月院 菅生 ○
歴史文化 寺社仏閣 長安寺 菅生 ○
歴史文化 寺社仏閣 白幡八幡大神 平 ○
歴史文化 寺社仏閣 東泉寺 平 ○
歴史文化 寺社仏閣 本遠寺 初山 ○
歴史文化 寺社仏閣 神木天満宮 神木本町 ○
歴史文化 寺社仏閣 長尾寺 神木本町 ○
歴史文化 寺社仏閣 神木山等覚院 神木本町 ○
歴史文化 寺社仏閣 泉福寺 馬絹 ○
歴史文化 寺社仏閣 浄照寺 馬絹 ○
歴史文化 寺社仏閣 慈照寺 馬絹 ○
歴史文化 寺社仏閣 馬絹神社 馬絹 ○
歴史文化 その他 川崎考古学研究所 有馬 ○



宮前区区民会議で把握した地域の資源一覧

大分類 中分類 資源名 町名
みたい・き

きたい
買いたい・
食べたい

やって
みたい

産業 食べ物 宮前のブロッコリー 区内全域 ○
産業 食べ物 宮前のダイコン 区内全域 ○
産業 食べ物 宮前のトマト 区内全域 ○
産業 食べ物 宮前メロン 野川 ○
産業 食べ物 お好み甘納豆 野川 ○
産業 食べ物 ふる舞いそば 小台 ○
産業 食べ物 産みたて卵 水沢 ○
産業 食べ物 唐辛子エッセンス 平 ○
産業 食べ物 ハーブビネガー 平 ○
産業 食べ物 わがままいちご 平 ○
産業 食べ物 カッププディング 南平台 ○
産業 食べ物 神木とろ～りプリン 神木本町 ○
産業 食べ物 馬絹の小菊 馬絹 ○
産業 食べ物 馬絹の花桃 馬絹 ○
産業 農業 盛んな都市農業 区内全域 ○
まち・施設 ランドマーク・モニュメント （駅前のシンボル） 鷺沼 ○
まち・施設 ランドマーク・モニュメント 蔵敷交差点モニュメント 菅生 ○
まち・施設 施設 有馬療養温泉旅館 東有馬 ○
まち・施設 施設 鷺沼ボウル 鷺沼 ○
まち・施設 施設 フロンタウン鷺沼 鷺沼 ○
まち・施設 施設 東名川崎IC 土橋 ○
まち・施設 施設 天然温泉　湯けむりの庄 宮前平 ○
まち・施設 施設 川崎市中央卸売市場北部市場 水沢 ○ ○
まち・施設 施設 電車とバスの博物館 宮崎 ○
まち・施設 道 名前のついた坂 区内全域 ○
まち・施設 商店 天然酵母のパン屋 野川 ○
まち・施設 商店 ペット業界のパイオニア店舗 有馬 ○
まち・施設 その他 教育水準が高いと言われている 区内全域


